
校長 中村 克己

昨年の今頃は、「令和」という新たな時代に「平和と未曾有の災害の起きない、安寧の
時代であってほしい」と願い、来る２０２０年の東京オリンピックや鹿児島国体に胸を躍
らせていました。
しかし、いざ令和２年が明けてみると「新型コロナウイルス感染症」が全世界に猛威を
振るい、鹿児島県内においても７月に入り感染が拡大するなど、未だ収束の兆しも見えぬ
まま、ほとんどの活動が「自粛」という言葉に覆い尽くされてしまっています。
さらに、梅雨末期の７月、昨年に続き九州地方を大雨災害が襲い、当たり前に過ごせて
いた毎日が、「新たな感染症」や「様々な自然災害」に不安を抱きながら生活しなければ
ならない日々となっており、本当に辛く、苦しい毎日です。
しかし、先が見えない困難な毎日であっても、私たちはしっかり前を向いて力強く
生きていかなければなりません。
だからこそ今求められていることは、一人一人が「夢や希望、目標」をもち、自分だ
けではなく、周りの人に「思いをめぐらせ」ながら、共に生きていこうとすることです。
このような状況を鑑み、本年度の本校の学校教育目標を
「思いをめぐらし、自ら考え、

他者と協働できる、たくましい生徒の育成」としました。
･･･子供たちにたくましく生き抜いてほしいという願いから。
そして、今年のスローガンを、
「夢や目標という種をまき、努力という水をやり、

愛（励まし）という肥料を与え、満足という大きな花を咲かせる。」
･･･これから先の時代を、夢や希望をもって生きてほしいという願いから。
今、我々大人（教師や保護者）に求められていることは、子供たちに予測困難な時代を
自分自身の力で生き抜いていく力を身に付けさせることです。
泥流でたくましく生きている鯉が滝を登っていくように、子供たちもきっと社会の荒波
に挑戦し、自分の夢や目標に立ち向かってくれるものと願っています。
これから先も様々な苦難や試練がやってくるかと思います。しかし、それは決して乗り
越えられないものではありません。一人で無理なら他の人と力を合わせて踏ん張れば、
きっと新たな未来が切り拓かれることと信じています。

今年の夏休みは、収束の兆しの見えないコロナウイルス感染症との
戦いの日々となり、これまで経験したことのない予測困難な「夏」となり
そうです。
だからこそ、「自分の命は自分自身で守り抜く」という強い意志の下、

自ら考え、判断し、他者と協働しながら行動していくことが大切です。
その経験が、これから先の人生の大きな糧となります。
残念ながら昨年より短い夏休みとなりましたが、明日から始まる フェイスシールドが

１か月間の夏休みが、子供たちにとって健康で充実した日々となり 日置市より全校生徒

ますよう願っています。 に配布されました
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予測困難な時だからこそ“夢や希望・目標”をもつ！

～ 命を守り，命を輝かせる夏休みに！ ～



三年生にとっては中学校生活最後の大会が、新型コロナウイルス感染拡大防止のための様々な対
策を講じながら開催されました。本校の生徒は、随所に全力でプレーする姿が見られ、数多くの入賞

を果たしてくれました。各競技の結果は以下の通りです。

◆ 男子バレー 【優勝】 ・２年男子１００ｍ 第３位 川田 直輝
◆ 女子バレー 【２位】 ・３年男子１００ｍ 第２位 濵田 悠吏
◆ 野球 【２位】 ・共通男子２００ｍ 第３位 濵田 悠吏
◆ サッカー部 【予選敗退】 ・２年男子１５００ｍ 第２位 馬場 隆羅
◆ 剣道 ・３年男子１５００ｍ 第１位 松崎 飛龍
・ 男子団体 【優勝】 ・共通男子３０００ｍ 第１位 園田 康士郎
・ 女子団体 【優勝】 第２位 松崎 飛龍
・ 男子個人 ・低学年男子１００ｍＨ第２位 斎藤 礼蓮

第１位 川内 颯眞 ・共通男子走幅跳 第１位 勝田 晴風
第３位 鍋谷 陽 ・共通男子三段跳 第１位 勝田 晴風

・ 女子個人 ・共通男子砲丸投げ 第３位 阿多 詩々朗
第１位 牧枝 可三里 ・１年女子１００ｍ 第１位 田嶋 結月
第２位 前 心晴 第３位 斎藤 愛那
第３位 日髙 舞弥 ・２年女子１００ｍ 第２位 田代 麗美

◆ 男子バスケット 【５位】 ・共通女子２００ｍ 第２位 早瀬 葵
◆ 女子バスケット 【予選敗退】 ・１年女子８００ｍ 第１位 福元 彩華
◆ 男子ソフトテニス 第２位 堀 さつき
・ 団体 【初戦敗退】 第３位 小屋敷 聖奈
・ 個人 ・２年女子８００ｍ 第１位 松下 明日香

第１位 長野 瑛寿・池上 琉夢 ・３年女子８００ｍ 第１位 山内 蘭
◆ 女子ソフトテニス 第２位 伊地知 咲蘭
・ 団体 【優勝】 第３位 濱田 美心
・ 個人 ・共通女子１５００ｍ 第１位 山内 蘭

第１位 阿多 茉結華・関 佑菜 第２位 濱田 美心
第３位 宇田 瑞希・門松 虹 第３位 伊地知 咲蘭

◆ 柔道 ・低学年女子８０ｍＨ 第１位 馬場 友莉菜
※ 全柔連の指針が引き上げられた為，中止 ・共通女子１００ｍＨ 第１位 坂上 望心

◆ 陸上 ・共通女子走高跳 第１位 早瀬 葵
・１年男子１００ｍ 第１位 児玉 龍也 ・共通女子走幅跳 第１位 上石坂 百梨

第３位 川原 祥平 第２位 川路 ひなた

日置地区中体連総合体育大会結果

７ ・ ８ 月の主な行事予定

7/３０(木) 終業式・小中合同研修会
31(金) 夏季休業（～8月31日）

8/13(木) 学校閉庁日（～15日）
21(金) 出校日・応援団結団式
25(火) 吹奏楽部定期演奏会（保護者会のみ参観）
30(日) 愛校作業（第３学年）

本県では、平成30年12月に「県民の日」（7月14日）が制定されました。
これは、鹿児島県が誕生した明治4年の廃藩置県布告日が7月14日であった
ことに由来します。本校では、学年別にＤＶＤ視聴をしたり校長講話を実施
したりしました。生徒からは，「ノーベル賞を受賞した赤﨑 勇先生が，『種をまき，
やがて大きな花を咲かせる・・・』という私たちの学校と同じスローガンの話をされてい
たので驚いた」等の感想がありました。また、７月７日(火)には、講師にＮＰＯ法人かごしま探検の会代
表理事東川隆太郎氏をお招きし「みんなで自慢しよう伊集院の歴史」をテーマに講演をしていただきまし
た。「伊集院の歴史をあらためて知り、自分たちの町に誇りを感じました」との感想が多く聞かれました。
本校では、今後も様々な機会を通して郷土に対する理解や関心を深めさせ，ふるさとを愛する心を育みな
がら、将来、郷土や世界に貢献できる人物の育成に努めていきたいと考えています。

ふるさと（鹿児島県・日置市）を考える

７月16日、第１回「学
校評議員会」が開催されま
した。各委員からは、新型
コロナウイルス感染症対策
や、梅雨時期の登下校中の安全面への配慮、ま
た夏休み前に携帯・スマホの利用に関する指導
も行うようにご意見をいただきました。

学校評議員会の開催


